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 夏と言えば  自立支援センターまつりにまいりましょう！    

 今年も恒例のセンターまつりが 7 月 21 日、いつもの海の日に開催されます。場所は渋谷の自立支援センター

とリフレッシュ氷川の 2 会場。時間は 10 時～16 時。 

特別企画は気象庁地震津波防災対策室の荒谷博氏をお招きしての講演「地震・津波災害から命を守る」と連盟災

害対策委員会の「ろう者の防災」です。まず自分の身を守らなくては他人は助けられません！ぜひお越しくださ

い♪（詳しくはチラシをご覧ください） 

 都サ連は昨年と同じくスタンプラリー、福引き、似顔絵コーナーを担当します。要員として動いた後のビール

をの味は最高ですよ(*^_^*)福引きの景品もお待ちしております。 

 （文責 小嶋）  

広報班の活動報告 

 

サークル訪問記 

 ～国分寺手話サークル～ 

 

６月１２日（木）午後 1 時半に国分寺市立福祉セン

ターに単独で訪問しました。以前より一日研修などの招

待連絡などで（前）坂本会長そして今の山田美由紀会長

に温かく迎えて頂きました。女性ばかり２０名ほどの規

模で、ろう者も恒例の女性が２名来られていました。学

習の日に当たり、サッカーのワールドカップにちなんで

有名選手を順番に手話で紹介する内容でした。メッシ、

ロナウド、シャビ、本田、香川選手などを国名、ポジシ

ョン、逸話など表現するのです。私はドロクバ選手が当

たり、コートジボワールが日本初戦の相手であること

や、内戦停止を訴えた話を表現しました。途中で都サ連

のＰＲの時間を頂き、加盟数の推移や代表者会議の様

子、他地域のサークルの工夫の様子などを伝えました。

そして協力して耳の日やたましろフェスタなどを盛り

上げたいと呼び掛けました。男性は私一人だけで緊張し

ましたが、ろう者も含めて皆さん優しく迎えて下さいま

した。一日研修の連絡を楽しみにしていると会長に言わ

れ帰って来ました。サークルの皆さん、またお会いしま

しょう。 

（文責 広報班 山崎） 

 

サークル訪問記 

 ～東京大学手話サークル「しゅわっち」～ 

        

６月１９日（木）夜七時に井の頭線駒場東大前で降

り目の前の東大教養学部正門前で待ち合わせして単

独で訪問して来ました。若い女性に構内を案内されて

小さな教室に入りました。男性１０名程度女性が５名

そして専任のろう者の先生が集まり、３グループに分

かれての勉強会が始まりました。間近に迫ったサーク

ル皆での鎌倉旅行のための表現練習です。鎌倉、集合、

中止、トイレ、土産、休憩、切符、忘れ物、痛い、疲

れた、寺、自動販売機など手話を初めて２～３か月の

４人グループでしたが、全員がきちんと出せていまし

た。次は指文字ゲーム。二人一組の表現アンド読み取

りです。但し問題がこれ。変数分離、同次式、リカッ

チ型、高階線形微分方程式。何のこと？と首を傾げな

がら必死に出しました（笑） 最後に都サ連のパンフ

レットを渡しＰＲをさせて貰いました。 

耳の日、一日研修、たましろフェスタで会えるように

情報提供する約束をして帰りました。礼儀正しく、聡

明な集団でした。 

 

（文責 広報班 山崎） 

  
 


